
・動脈アームキット本体
・疑似血液
用インク

２．使用手順

４．三方活栓のメインルートに保護栓を付け、側注口に疑似血液を充填した　　　　　　　　　　　　　　　

1．動脈アームキットの疑似血管(ｺﾞﾑ管)に三方活栓(又は三方活栓付延長ﾁｭｰﾌﾞ)を接続する。

２．水に疑似血液用インクを数滴垂らし、疑似血液を作る。

３．疑似血液をシリンジ(20ml以上)に充填する。

・シリンジ
(20ml以上)

・穿刺用針
 ・三方活栓
(又は三方活栓付延長ﾁｭｰ
ﾌﾞ)

レールダル社 動脈アームキット 取扱手順書

　　シリンジを接続し、疑似血管へ疑似血液を15～20ml程度充填する。

１．準備物品

　　（※三方活栓のバーの向きに注意して下さい）

・水30ml程度

5．疑似血管への充填が終ったら、三方活栓のバーを写真の向きに変更する。

OFF→

OFF→
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3．片付時注意

２．インクが衣服や皮膚に着くと非常に落ちにくいので取り扱いに御注意下さい。

１．疑似血液はインクですので、時間が経つと沈殿し着色します。疑似血管から疑似血液を抜いて保管する事をお勧め致します。

　　（疑似血液を抜く際は、空のシリンジで三方活栓から引いて下さい。必要であれば水でフラッシュして下さい。）

６．三方活栓のバーの向きが間違っていない事を確認し、一人がゴム球を揉む。

※ここからは２人での操作となります。(１人：補助 　一人：穿刺）

　　（なるべく拍動をイメージして揉んで下さい）

7．触診で橈骨動脈を探す。

８．穿刺　(バックフラッシュで確認）
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